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　原爆の問題に代表される“技術と社会との関係”は，情報の世界にももちろん存在する．

むしろ現代では，情報関係技術が社会に与える影響が非常に大きいので，情報関係者はこ

の問題を強く意識している必要があろう．たとえば「技術は中立か」という問いかけがある．

ところが現代社会では，技術と社会は同時進行的に相互作用しながら進歩・変遷をしてきて

いるので，この問いかけ自体が意味をなさないという主張もある．本号の特集は「Web2.0の

現在と展望」．大向一輝，橋本大也がエディタ．Web2.0と呼ばれる“一連の動き”について

の多角的な解説である．技術が社会に影響を与え，その社会がさらに新しい技術の開発を促

すという，技術と社会両者の関係が読み取れると思う．集合知とかロングテールなどのキー

ワードの解説もある．個人的には，社会のすべての人々が全力疾走していなければならない，

あるいはしているべきだ，という流れはいささか困った状況であると思うが，すでに携帯電

話という甘い毒薬を飲んでしまった我々は，もはや後戻りはできないのであろう．

　前号から始めた連載“これからの情報処理学会”の2回目は，「IPSJ 2.0─フラット化する

世界のコミュニティとしての学会像」（青山幹雄）と「情報処理学会は学会活動で ITを活用

しているか?─学術情報発信の観点から」（今井浩）の2編．「IPSJ 2.0…」には特集で出てき

た概念を交えて，「情報処理学会は…」ではさまざまな電子活動に関して，それぞれ有用か

つ貴重な内容を書いていただいた．

　「株式の予測について─初心者のための解説」（月本洋）は表題どおりの内容．相場用語が

多いこのような内容は，そのうちに小中学校で教わることになるのだろうか．

　「電子透かし技術とその応用」（越前功）はそもそもの始まりから最近の技術，そして応用

範囲までの解説．これも“社会と技術”の一例．

　「WSDLとWS-ResourceFramework」（丸山不二夫）は連載“グリッドとSOAからみるWeb

サービス標準技術”の一記事．Webサービス記述言語であるWSDLの解説が主．

　「マルチモーダルコモンセンス知識の構築」（竹林洋一）は“ナレッジマネジメント”のシリ

ーズ．“マルチモーダルコモンセンス知識”実現に向けての実際的な取り組みの紹介．

　「高水準中間表現HIRでの最適化」（渡邊坦，藤瀬哲朗）は“21世紀のコンパイラ道しるべ”

のシリーズ．COINSが扱ういろいろな命令レベルのうち，比較的上位のものを扱うやり方．

　「OSS人材育成」（大谷真）は“オープンソース事情”のシリーズ．OSSという実用的枠組

みを進めるための教育の重要性を説いている．

　「情報環境（IE）領域における研究会活動」（尾家祐二，間瀬健二）は連載“研究会千夜一

夜”のスタート記事．魅力ある研究の紹介もある．

　「ソフトウェアの標準化」（山本喜一）は“標準化よもやま話”の1つ．サービスマネジメン

トやアクセシビリティ対応まで広がってきた国際標準の重要性を示している．（Kuwm）
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